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自分のこと

 平成10年から野田市立図書館に。

 最初からシステム担当。

 基本的に周りに訊ける人がいないので、

「初級システムアドミニストレータ」

「情報セキュリティアドミニストレータ」

の資格を取る。

＇今だと「ITパスポート」とか「情報セキュリティスペシャリスト」がある（

 素人かじりでPHP、Javascirpt、

などのプログラムもする。



話の流れ

 図書館のＷｅｂサービス

 外部情報の活用事例

 進化するWeb-OPAC

 野田市立図書館の事例

 テクニカルな話

 図書館サイトの外の話

 まとめ



図書館のWebサービス
概略とよく見られるコンテンツ



図書館のWebサービス
Web-OPACの普及
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現在、公共図書館では約８割の図書館がWeb-OPACを公開している。
図からは2000年以降、急激に伸びていることが分かる。

数字は「日本の図書館」及び「日本図書館協会ホームページ」より



インターネット年表

 Cyber Librarian 図書館員のコンピュータ基礎講座

インターネット関連年表

ちなみに「Cyber Librarian 図書館員のコンピュータ基礎講座」は、

このサイトは、急激なコンピュータ化の波にあえぐ図書館員による、
同じ思いをしている図書館員または、
これから荒波にもまれるやも知れない図書館員のための
コンピュータに関する知識・知恵を掲載するためのものです。

同サイトトップページより

http://www.asahi-net.or.jp/~ax2s-kmtn/ref/i_history.html


よく見られるコンテンツ

ほぼ１００％あるもの

 利用案内

 アクセス案内＇開館時間や場所（



よく見られるコンテンツ

 図書館だよりなどのpdf

 活動紹介
＇ブログなども含む（

 資料紹介

 郷土資料・記事
＇アーカイブを含む（

 リンク集

 レファレンス事例など

疑問？
自分たちで作ったコンテンツのみ提供する？



外部情報の活用事例
外部サイトの情報を使ったサービス



外部情報の提供事例

•GoogleMap
(GoogleMapAPI&Javascript)

埼玉県内で使っている図書館

行田市立図書館
久喜市立図書館
熊谷市立図書館
新座市立図書館
ふじみ野市立図書館
三郷市図書館
蕨市立図書館

JavascriptもAPIも

案外普通に使われている



外部情報の提供事例

 新着雑誌記事索引

＇国会図書館の雑誌記事速報RSSなど（

始まりはゆうき図書館

現在「千代田区立図書館」

「武蔵野大学図書館」

「野田市立図書館」 が運用中

ゆうき図書館では他に

 結城市関連論文ナビゲーター＇CiNii（

どちらも作成マニュアルを公開している

http://lib-yuki.city.yuki.lg.jp/room_ad/sokuhou/main.html
http://lib-yuki.city.yuki.lg.jp/dougu/ronbun_navi.html


広島市立図書館

 Google News Bar

 レファレンス事例＇レファレンス協同DB（

 Web広島文学資料室＇PORTA［青空文庫］（

http://www.library.city.hiroshima.jp/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/search/reference/index.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/special/web/aozora.html
http://www.library.city.hiroshima.jp/special/web/aozora.html


板柳町立図書館＇青森県（

■GoogleBooksを使って表紙画像を表示

トップページの
お薦めの本でも

http://www.town.itayanagi.aomori.jp/library/index.php
http://www.town.itayanagi.aomori.jp/library/index.php


事例からの結論

 情報提供するにあたって、

自館で作成したコンテンツ

である必要はない！

もちろん、権利関係の確認は必要

ニュースや天気予報のRSSなどは特に。

ゆうき図書館の雑誌RSSはfujisan.co.jpに

問い合わせている。



進化するWeb-OPAC
情報検索ツールとしてのOPAC



Web-OPACの場合

単に「公開された蔵書目録」では不足。

図書館で取り扱うコンテンツを総合的に検索する。
＇電子資料・レファレンス事例・リンク集など（

さらに蔵書してない資料でも検索する。
大学図書館の多くはWebcatも検索できるようになっている。

情報検索ツールとしてのOPAC



九州大学図書館

•きゅうとOPAC

自館で取り扱うコンテンツ
図書・雑誌
電子ジャーナル
電子ブック
視聴覚資料
を一括して検索できる。



佛教大学図書館

•佛教大学図書館サーチ
現在β版
自館の蔵書だけでなく、

CiNii

リサーチ・ナビ
Google

など様々なコンテンツを
検索。

•佛教大学図書館では
Ｓｕｍｍｏｎを使った
「佛教大学図書館ポータル」
もある。

□

bukkyo/bukkyo.htm


市川市立図書館

所蔵資料に加えて、
青空文庫の検索が可能。



成田市立図書館

蔵書以外も横断的に検索

レファレンス事例や
パスファインダー

電子情報＇ネット上の情報源（

千葉県立図書館も
検索・予約できる

□ ○

未所蔵資料の検索が可能なOPACに杉並区立図書館もある

narita/narita.htm
http://www.library.narita.chiba.jp/


2010年・電子書籍元年

千代田区立図書館を始め

鎌倉市・堺市などでもサービス開始

こういったサービスはASP方式＇外部サーバ（

利用できるコンテンツの種類が増えるにつれ、

それらを一括して検索できる仕組みが

必要になってくる。



ディスカバリー・インターフェイス

 カレントアウェアネスポータル No.305
 CA1727 - 動向レビュー：

ディスカバリ・インターフェース＇次世代OPAC（の実装と今後
の展望

ディスカバリ・インターフェースの構築は、図書館がこれまで長く労力をかけ
てきた蔵書検索サービスの提供＇＝図書館は書誌情報からのキーワード検
索を用意するだけで、適切なものを引き出せるかどうかはユーザの腕にか
かっている（からいったん離れて、今のユーザに必要なサービスを用意しな
おす＇＝サジェストし、ユーザどうしをつなぐ（作業である。この仕事をやり遂
げることによって、図書館員が忘れかけていた、知識と人をつなぐという図
書館本来の役割を再び自覚し、図書館は人類の蓄えた膨大な情報の中か
ら、「確かな」知恵を引き出すことのできる場所として、生まれ変わることを
願っている。

http://current.ndl.go.jp/ca1727
http://current.ndl.go.jp/ca1727
http://current.ndl.go.jp/ca1727
http://current.ndl.go.jp/ca1727


野田市立図書館の事例



野田市の概要

 千葉県の西北端

 人口約15万7千人

 図書館は市内に４館

本館は直営

分館は指定管理者

 所蔵点数：約56万点

 年間貸出点数：約110万点

年間予約件数：約15万2千件

うちネット予約：約9万5千件



ネット予約件数の変遷(月平均（



現在の野田市立図書館のサイト

変則３カラムレイアウト。

お知らせの下、
中央部が手掛けたもの。

左側に一般的なものを配した。
カレンダー・ログイン部分は、
Javascriptで
Web-OPACと連携。

http://www.library-noda.jp/


そもそも

 研修先の事例紹介でゆうき図書館の

「雑誌記事速報」を見る。

図書館のサイトでもプログラムを使ったり、

外部のサービスを使ったりしていいのか！



さっそく自分で作る

ほぼ模倣で作成。

ちなみに、ARGの岡本真氏の研修

「丸善ライブラリニュースNo.159」
に同氏の紹介文によると、

「千葉県の研修に参加した
野田市立図書館は研修での試作から
わずか１週間後には、
野田市立図書館 新着雑誌記事速報
の作成を完了し、公開している。」

とあるので１週間くらいで出来る。

http://www.maruzen.co.jp/business/edu/lib_news/pdf/library_news159_14-15.pdf
http://www.maruzen.co.jp/business/edu/lib_news/pdf/library_news159_14-15.pdf


地域＆図書館News紹介

同じ仕組みで、
市役所・県庁等の

サイト更新情報
と

GoogleNews

を組み合わせて提供

○

http://www.library-noda.jp/homepage/info/chiind.html


GoogleNewsBarを作ってみよう

 GoogleNewsは

図書館職員向けサイト

でも使用。

 GoogleNewsを

指定した[検索語]で

検索する仕組み

 ジェネレータがあるので、

必要事項を入力し、

コピペで出来る。

○ □

http://ajax.appspot.com/gmaps-samples/simplewizard/newsbar.html
GNB/GNB.htm


その後

 2009年11月 「検索プラグイン」「検索アクセラレータ」

 2009年12月 「新着図書RSS+GoogleBookAPI」

 2010年1月 「貸出Best5000」

 2010年2月 「web-OPAC+」

 2010年4月 「+News検索」「カーリルにリンク」

 2010年5月 「在架なう！」

 2010年6月 「十進分類検索」

 2010年8月 「NDLSH-APIの活用開始」

 2010年9月 「カーリル レシピ 掲載開始」



その後2

 ビジョンは特になし。出来そうなのを作る。

 １年間、毎月１つづつ何か作っていく。

 クレームがなければよい、というスタンスで

個々のツールの使い方や組合せの

定石が分からないので

とにかく試してみる。




